
市民と議会との語る会実施報告書

日 時 １１月１４日（火）19 時～ 

会 場 吉野公民館 

出 席 議 員 前田修治、小形善信、題佛臣一、大久保健一、佐々木哲夫、畑勝浩、橋本弥登志 

参 加 者 ( 市 民 ) １３名 

開会挨拶・司会・記録 

司   会： 前田修治 

議会報告： 畑勝浩、小形善信 

記   録： 佐々木哲夫 

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者）畑勝浩 

質問特になし 

【１部】 

議員報酬について 

（報告者）小形善信 

Ｑ： 議員報酬値上げに関して、市の財政状況を知りたい。市債は返せるのか。 

Ａ： 予算概要と市債場状況を概算で報告。 

Ｑ：政務活動費は余ったらどうするのか。 

Ａ： 返還する。 

Ｑ： 報酬と手取り分の表がおかしい。値上げ方針は良いが、県内バランスを考慮する

必要あり。 

Ａ： 再度、表についての説明をする。 

【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行： 題佛臣一 

記録： 佐々木哲夫 

（２班） 

進行： 大久保健一 

記録： 小形善信 

１班 

Ｑ： 報酬値上げには、値上げの理由と必要額の試算の提示が必要ではないか。 

Ａ： 確かにその観点は大事である。 

Ｑ：なり手不足を嘆くより、立候補がなかなかできない現状を変える必要がある。 

Ａ： その点も指摘の通りである。 

Ｑ： 議員の仕事が見えない。正規の議員活動はどの程度か。 

Ａ：その通りである。議員の仕事を理解してもらう努力が必要だと思っている。 

Ｑ： 報酬値上げの考えに日数計算より、成果の評価が必要だ。時期が悪すぎる。 

Ａ：その点も、理解できる。 

Q：議員報酬値上げも良いが、区長などの手当の方がもっと大きな課題がある。 

A：確かに、その点も理解できる。 

２班 

Ｑ： 児童増に教室数が追い付いていない。 

Ａ： 吉野や国高は、多くなることが想定される。教育委員会に伝えたい。 



（３班） 

進行： 前田修治 

記録：  畑勝浩 

Ｑ： 片屋も防犯灯をつけたが、１地区１０ケ所、計１７０ケ所では不足では。カメラの映

像の使い道は警察だと思うので、市費でなく県費ではないのか。 

Ａ： 地域の理解を得られるのなら、今後の対応を担当部署に伝えたい。 

Ｑ： 中学校の部活はどうなるのか。 

Ａ： 中学校は、地域型総合クラブに移行。 

Ｑ： 少子高齢化、農家組合（農業用水の管理、ため池の管理）も大変である。 

Ａ： 農政担当部署に伝える。 

Ｑ： 商業高校の校舎の今後は。 

Ａ： サテライトキャンパスとして今は使っているが、県の施設なので方針はわからな

い。教育委員会に地元の意向は伝えたい。 

３班 

Ｑ： 資料に財政資料を加えるべきでは。議会の都合の言いことばかり書かなくて良い

のでは。 

Ａ： わかりやすいように、幅広く情報を提供できるようにする。 

Ｑ： 報酬を自分で提案するのは、お手盛りと言われるのでは。 

Ａ： 提案だけで、決定する権限はなく、審議会の審査になる。 

Q： ７０歳など、議員定年を決めるべきではないか。 

A： 法律上定めることはできないが、個人個人が考え、選挙で判断を受ける。 

Q ：議員活動を市民に知らせることが必要ではないか。 

A： 認識している。市のホームページや議会だよりで周知に努める。 

Q： 子ども達が住みやすい場所にするために、通学路に融雪装置が必要。 

A： 財政的な観点から、全ての通学路への融雪装置設置は困難ではないかと思う。 

令和 6年 1月 5日     越前市議会議長 殿  

第３班 班長 前田 修治


